
愛知の医療ツーリズム推進シンポジウムについて（案） 

 

１ 背景 

  平成 28年度に開催した「あいち医療ツーリズム研究会」からの提言を受け、

平成 29 年度には、医療ツーリズム推進に向けた課題の解決策や具体的な取組

について先進事例を発表するシンポジウムを開催し、医療機関の外国人患者

受入れが円滑になるよう支援するとともに、県内の医療ツーリズム推進の機

運を高めることとしている。 

 

２ 概要 

（１）時期：10 月 29 日（日）午後１時から午後４時（180 分） 

（２）会場：ウィルあいち３階（大会議室）  

（３）対象：200 名（医療機関関係者、旅行業関係者、市町村職員等。一般不可） 

 

３ 次第 

（１）開会（挨拶） 

・公益社団法人愛知県医師会 会長 柵木充明 氏 

・愛知県健康福祉部保健医療局 局長 松本一年  

（２）講演「日本の医療ツーリズムの動向とこれまでの経験」（仮） 

・東京大学医学部附属病院 国際診療部 副部長 山田秀臣 氏 

（３）事例報告 

  ・多摩大学大学院 教授 真野俊樹 氏 

・藤田保健衛生大学 学長 星長清隆 氏 

・医療法人偕行会 病院医療事業部 国際医療部 部長 高橋忍 氏 

－休憩・舞台転換－ 

（４）パネルディスカッション「愛知の医療ツーリズムの推進に向けて」（仮） 

〇コーディネーター 

・多摩大学大学院 教授 真野俊樹 氏 

・公益社団法人愛知県医師会 会長 柵木充明 氏 

○パネリスト：３名 

・東京大学医学部附属病院 国際診療部 副部長 山田秀臣 氏 

・藤田保健衛生大学 学長 星長清隆 氏 

・医療法人偕行会 理事長 川原弘久 氏 

（５）閉会 
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